





































す伸腱では、高橋の右足は 32キロ、左足は 33キロ。一方、同じ実業団選手は、右足が 29キロ、
















































アナウンス／高橋の記録は日本記録まで、あと 19秒に迫っていた。泉田監督は 1週間前、5000 m
で自己ベストを出した高橋の走りを見て、先行逃げ切りで行けと指示を出した。高橋は 7000 mま
で、日本記録と同じタイムを刻んでいた。レースは圧勝、日本記録は届かなかったが、自己ベスト

























































































































団に入って驚いたのは、高校時代の練習に比べ、練習の質や量に驚きました。朝練習で 1日 16 km















































































































































































































































昨年の 1月、国家試験まであと 2ヶ月くらい前に、卒業試験、期末試験と模擬試験。1月に 2回
行いました。国家試験対策の問題で 200問の問題を解くのですが、両方とも 6割以上取らないと、
卒業できないのです。3月 1日に卒業発表があるのですが、それまではもうはらはらしていました。
ただ自己採点をしていたので、自分はだいたいこれくらいの点数を取っているというのは、だいた
い把握できていました。もし卒業できたとしても、やはり国家試験に合格することが目標だったの
で、卒業は通過点です。
国家試験までは、去年の今頃まであと 1ヶ月くらいだったので、猛勉強していました。1日 10時
間くらい、勉強していました。国家試験は精一杯勉強してきたことを自信に思って、試験に臨みま
して、国家試験が終わったあと、RDCとか医歯薬という出版社ですね。国家試験の回答が何社か
出ていました。そのときに自己採点をしました。あまりにも緊張しすぎて、手が震えながら丸付け
をしていたのですが、おそらく自己採点で 6割以上取れていました。ただ 5月はじめに国家試験の
発表があったので、1ヶ月半くらいははらはらでした。マークシートのずれがなかったかとか、発
表まではそういう不安でいっぱいでした。
発表当日は、厚生労働省のホームページで確認したのですが、ちょうど旦那さんが仕事がお休み
だったので、旦那さんに確認してもらって、その後私が確認しました。合格したときには、大変う
れしい気持ちでいっぱいでしたし、やっと目標が達成できて、本当に良かったなと思いました。
こちらが卒業式です。卒業証書を持って大学の正門の前で、写真を撮りました。
6）現在の活動
現在の活動ですが、現在はフリーで活動しています。せっかく資格を取ったので、どこかで働い
ているほうが、もちろん収入も安定しますし、いろいろなことが学べるので絶対によいと思うので
すが、ただ私はここ 1年、とりあえず主婦をして、依頼がある仕事だけは引き受けて、マラソン大
会のゲストランナーやランニング教室などを行っています。
さらに、栄養に関する知識を得るために、今学んでいるのが、「一般社団法人　食アスリート協
会」というのが、昨年の 10月に設立されました。私の知り合いの方が立ち上げました。その後、1
月より食アスリート協会の活動が始まりまして、私は先月から食アスリート養成講座ゼロ期を受講
中です。6回講座があって、来月筆記試験とプレゼン試験があります。ちょうど管理栄養士の国家
試験と同じ日なので、私も頑張りたいと思います。トップアスリートがどのような食事を摂ってい
るのか。どのような食事を摂れば、強い体を作れるのか。スポーツをする子どもを持つお母さんや、
スポーツ選手をサポートする方、あとは市民ランナーなど、スポーツ愛好家が食について学べる、
スポーツ食専門の場がほとんどないと思います。食べる力をアスリートやスポーツ愛好家、または
市民ランナーなどに広めることによって、日本人の健康レベルを上げる。日本食をベースとして、
スポーツ選手の体作りのサポートやスポーツと食との関係性から豊かな社会づくりに貢献する。食
べる力を身につけて楽しく学べる場を提供し、スポーツを楽しめるというのが、食アスリート協会
です。半数は管理栄養士の方が受講中です。食とスポーツに熱い思いを持っている方ですね。ラグ
ビーのコーチとか、板前さんとか、エステ業界の社長さんなど、様々な業種の方が、今受講してい
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ます。沖縄から来ている方もいますし、広島や京都、長野からも受講に来ている方がいます。
今後は資格取得も、競技者の経験や資格も生かし、スポーツ愛好家や市民ランナーなどに、食の
大切さを広げ、貢献していきたいと思います。将来的には、トップアスリートの栄養サポートもや
ってみたいです。
今、ソチオリンピックが開催され、とても盛り上がっていますが、2020年に東京オリンピック
も開催されますので、ますますスポーツに興味関心ある方が、増えるのではないかと思います。も
しかしたら、皆さんの管理栄養士を目指している学生さんの中からも、オリンピック選手の栄養サ
ポートに携わる方も出る可能性もあるのではないかと思います。
学生の皆さん、目標ってありますか？　夢や目標。いかがでしょうかね。やはりスポーツも勉強
も目標をしっかり持つことが大切です。私は小学校 5年生のときに、作文に「将来オリンピックに
出場したい」と書きました。13年後、夢を実現することができました。心の中で思っているよりは、
家族や友人などに「こうなりたい」と宣言することや、あとは手帳など何でも良いので、何か紙に
書くことによって、夢や目標を意識し始めると思います。ただ夢や目標を目指している課程で、壁
にぶち当たることは絶対にあると思います。そのときにどう向き合っていくかですね。私も現役の
頃、何度も壁にぶち当たり、やめようと思ったことがありました。でも、結構負けず嫌いな性格な
のか、なかなかあきらめることができませんでした。例えば壁にぶち当たったときには、思い切っ
て勇気を振り絞ったり、知恵を振り絞れば、絶対に乗り越えられるはずです。壁にぶち当たったと
きは、逃げるよりは逃げない方ですね。乗り越えられないかを考えて行きましょう。
勉強嫌いだった私は、管理栄養士を目指すために、大学に進学しましたけれど、高校卒業して
15年くらいブランクがあったのです。知り合いの人などに、｢今頃になって、どうして大学に入っ
たの｣ と、結構不思議に思われたりしましたが、もちろんいろいろな知識を吸収するためでもあり
ますし、自分で決めた道でもありますので、まわりの人が何を言おうが、まわりに流されず、自分
はできると信じることも大切です。何かを始めることに、早いとか遅いというのはないと思います。
やはり ｢やる気｣ が大切だと思います。
大学在学中も成績が下がったときは、本当にくじけそうになりました。ただ、陸上の経験が結構
生かされました。感謝する気持ちも大切です。私ひとりでもちろん頑張ってこられたわけでもない
ですし、周囲の支えがあって、頑張ってこられました。たとえすごいことをやりとげても、鼻にか
けたら台無しです。常に感謝の気持ちや謙虚な気持ちを持ち続けましょう。陸上を通して、夢を持
ち続ける大切さや、コツコツと努力する大切さというのも学びました。そして、ライバル達のおか
けで、たくさん刺激を受けながら、自分自身が成長できたと思います。大丈夫です。勉強嫌いな私
が、管理栄養士の国家資格を取得することができたので、努力すれば必ず目標は達成できるはずで
す。
苦手なことをそのままにしないで、積極的に取り組むことも大切ですし、わからないことはその
ままにしないで、先生やお友達に聞きましょう。あとは学生生活を思う存分楽しんで下さい。皆さ
んの活躍を楽しみにしております。
もしかしたら、またどこかでお会いする機会があるかも知れません。その時はまた、声をかけて
下さい。
